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要 請 書 

  

日々の県政運営に心から敬意を表します。 

さて、自衛隊が本年１１月、米軍との共同統合演習で、沖縄県管理の中城湾港に、１０５

ミリ砲を搭載した装輪装甲車「１６式機動戦闘車」（MCV）や、敵のミサイルを迎撃する地対

空誘導弾パトリオット（PAC３）等を陸揚げする計画があると報道されました。 

これは、台湾有事をにらんだ南西諸島での戦闘を想定した訓練で、自衛隊による県内の

民間港使用を既成事実化することを狙ったものです。しかし、こうした訓練は中国との緊

張を一層煽るだけではなく、民間地域での訓練は住民生活を脅かすものです。 

昨年の自衛隊の統合演習では、海上自衛隊の輸送艇が石垣港、与那国島の祖納港に入港

しただけではなく、中城湾港でも民間チャーター船により、装甲車やトラック、対空ミサイ

ル発射機とみられる車両８０台が陸揚げされました。県内で初めて自衛隊による民間港を

利用した輸送訓練が実施されたのです。今回は、米軍との共同統合演習であり、今後の米軍

による民間港利用も念頭においたものと考えられます。 

沖縄県は住民の命や生活を守るためにも、沖縄を再び戦場とさせないための取組が求め

られています。そうした観点から、下記のとおり要請します。 

 

記 

１．本年１１月に予定されている中城湾港を使用した自衛隊と米軍の共同統合演習の全容

を明らかにすること 

２．中城湾港の管理者として、自衛隊の船舶、また自衛隊車両等を運搬するチャーター舶等

の中城湾港使用を許可しないこと 

３．今後、米軍による県管理港湾の使用を絶対に認めないこと」 


